
南紀オレンジサンライズFCのユニフォームサプライヤーならびに
ホームユニフォームのデザインが決定！

南紀オレンジサンライズFCは、和歌山県の紀南地方を中心として「サッカークラブ×移住×農業
」をテーマに2022年より活動を予定しているサッカークラブです。選手・スタッフが和歌山県外
から移住し、そこで農業を中心とした仕事に取り組みながら、サッカーだけでなく地域貢献活動
も積極的に行うことで、周辺地域の活性化を目指します。

この度、南紀オレンジサンライズFCのユニフォームサプライヤーならびにホームユニフォームの
デザインが決定いたしました。

ユニフォームサプライヤー：「株式会社ゴルジャパン」様
https://gol-deportes.com/

【ユニフォームデザインに込めた想い】

まず和歌山県を拠点に活動することが決まり、クラブの名称を考えていく中で、「和歌山県をイ
メージした時に真っ先に思いつくのは何色か？」という話になりました。

そこで真っ先に出てきたのが「オレンジ」でした。

「南紀」や「オレンジ」といった単語を名称に加えたのは、移住を絡めたサッカークラブという
こともあって、まずは県外の人からすぐに和歌山県のクラブと認知してもらいたかったからです
。

南紀オレンジサンライズFCは、スポーツを通じた地域創生のモデルケースとなるべく、他のクラ
ブにはない独自の特色を持った存在になることを目指していきたいと考えています。

それがクラブのロゴマークの英語表記をわざと「ORANGE」ではなく「ORENGE」にした理由で、た
だ単にサッカーをしているだけでその目標が達成されることはあり得ません。

そういった想いが、オレンジとネイビーを組み合わせたこのユニフォームデザインにも込められ
ています。

https://www.prerele.com/releases/detail/31211
https://www.prerele.com/releases/detail/31211
https://gol-deportes.com/


色には「後退色と進出色（色の距離）」、「収縮色と膨張色（色の大きさ）」いう印象に直結す
る種類分けがあります。

その中で、ネイビーは「後退色の収縮色」に分類されます。

「後退色」はその言葉の通り、後ろへ下がって見える色を指します。「収縮色」とは引き締まっ
て落ち着いて見える色のことです。

つまりネイビーはその性質上、他の色を引き立てる役割があると言えます。

このユニフォームがイメージしているのは、”和歌山県（オレンジ）を目立たせつつ、独自の特
色（ネイビー）を持ったサッカークラブ”です。

我々はクラブを通じて地域の素晴らしさを伝えるとともに、農業の後継者問題や少子高齢化とい
った地域課題の解決に率先して取り組みます。

こういった活動は一見すると地味に見えるかもしれません。

しかしながら、長期的な視点を持って継続的に続けていくことが、「スポーツを通じた地域創生
のモデルケース」という他のクラブとは違う独自の存在に繋がるのではないかと考えております
。

持続可能なサッカークラブとして、地域に存在する価値をいつまでも維持出来るよう、クラブに
関わる全員が一丸となって地域に根差した活動に取り組んでいく所存です。

残りのデザイン（フィールドのAWAYおよびゴールキーパー）においても、決まり次第お知らせさ
せていただきます。

引き続き、南紀オレンジサンライズFCへのご注目をよろしくお願い申し上げます。

＜本件に関するお問い合わせ＞
南紀オレンジサンライズFC
MAIL：
ホームページ：https://nankifc.com
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